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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C1Qドメインを含む低分子分泌タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、シナプス発達におけるニューレキシンシグナル伝達の調節に関与しています。この遺伝子によってコードされるタンパク質のマウスホモログは、ネトリンと競合して、大腸癌で欠失した受容体に結合することが知られています。[RefSeq提供、2012年8月],機能：中枢神経系におけるシナプス機能に関与している可能性があります。CBLN3の小胞体からの輸送と分泌を可能にします。,類似性：1つのC1qドメインを含みます。,サブユニット：ホモヘキサマー；ジスルフィド結合したホモトリマー。トリマーは球状のC1qドメインを介して組み立てられます。トリマーはN末端のシステイン残基を介して会合し、ジスルフィド結合したヘキサマーを形成します。CBLN1、CBLN2、およびCBLN3と相互作用する可能性があります。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CBLN4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胸腺組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CBLN4抗体を用いたCOS細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	セレベリン4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

